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趣旨説明

静岡文化芸術大学

池上重弘

在留外国人数の推移（各年末現在）
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出典：法務省資料

2008年秋の金融危機、
2011年3.11以降、減少
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約２０年で倍増

１００万→２００万
約238万
（2016年末）
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国籍別在留外国人数の推移（各年末現在）
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出典：法務省資料

２００８年秋
リーマンショック

• 中国が最多

• 韓国・朝鮮
は漸減傾向

• ブラジルは
2008以降、
急減

• フィリピンが
全国で増加

• ここ2,3年は
ベトナムと

ネパールが

急増

２０１１年３月
東日本大震災

在留外国人の
アジア化が進行0

100,000

200,000

300,000

400,000

500,000

600,000

700,000

800,000

中国（台湾を含む）

韓国・朝鮮

フィリピン

ベトナム

ブラジル

ネパール

米国

ペルー

タイ

その他

2012年末と2016年末の比較（上位７カ国）
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在留資格別人口（2016年末）
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, 特別永住, 
14%

,永住,
30%

, 定住者, 7%
, 日本人の配偶

者等, 6%

, 永住者の配偶

者等, 1%

, 留学, 11%

, 技能実習, 
10%

, 技術・人文知

識・国際業務, 
7%

, 家族滞在, 6%

, その他, 8%

永住資格

44.7％

永住（特別＆一般）＋定住者＋日配＋永配 ＝ 実質的な「移民」

［14.2%＋ 30.5%］＋ 7.1% ＋5.8%＋1.3% ＝ 58.9%

調査チームの紹介

• 池上重弘
– 静岡文化芸術大学副学長

– 静岡県多文化共生審議会副会長

• イシカワエウニセアケミ
– 静岡文化芸術大学教授

• 竹ノ下弘久
– 慶應義塾大学教授（以前、静岡大学に勤務）

• 千年よしみ
– 国立社会保障・人口問題研究所国際関係部第一室長

• 中川雅貴
– 国立社会保障・人口問題研究所国際関係部主任研究官
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これまでの調査

• 静岡県
– 2007年 ブラジル人調査、企業調査

– 2009年 日本人調査、多国籍の外国人調査

– 2016年 日本人調査、多国籍の外国人調査

• 浜松市
– 2006年 南米系外国人調査

– 2009年 メンタルヘルス実態調査

• 磐田市
– 2014年 外国人集住団地調査

– 2015年 ブラジル人、フィリピン人、中国人対象の調査

比較を意識

テーマ別に
分析

今回の報告会

• 静岡文化芸術大学のイベント・シンポジウム
開催費によって開催

–静岡文化芸術大学と静岡県の共催

• 年度末に報告書発行

–ご希望の方は受付に名刺をお渡しください

–静岡文化芸術大学の学術リポジトリ上でも公開

• 今回の報告が静岡県の多文化共生推進の
一助となれば幸い


